
１．研究の目的

野幌森林公園地域は，江別市，札幌市，北広島市

にまたがる貴重な緑地として存在してきたが，これ

まで以上に，地域のまちづくりに果たす役割がもと

められている。

本地域の土地利用は，開拓時代から現代まで大き

く変化してきている（「野幌丘陵とその周辺の土地利

用図」1981 北海道開拓記念館）。

本研究では，道立野幌森林公園周辺を対象に，1999

年（平成11年）現在と1985年（昭和60年）の２時

点のランドサット TM データ（以降，「TM データ」）

を用いて，14年間の植生の変化，都市的土地利用の

動向の分析評価を行った。また，観測時点に近い年

代の都市計画現況図と比較を行い，今回の TM デー

タの解析手法上における利点と課題点について整理

した。

２．資料と方法

２－１．データソース

活用資料としては，1985年，1999年２時期の TM

データ（いずれも８月10日撮影），及び江別市・北

広島市の都市計画現況図（上記２時点に近い年代の

もの），江別市の各種行政計画書等を参照した（末尾

参照）。

２－２．解析手法

TM データは，可視光～熱赤外（0.45μm～10.4

μm）の波長帯を７つの帯域（バンド）に分けて太陽

光の地表面の反射強度を観測する。

本研究では，２時期の TM データから，森林地の

変化，植生動向，市街地拡大動向の検討を以下の手

法を用いて行った。

⑴ 目視判読用画像強調処理

⑵ 植生指標計算

⑶ 経年変化抽出

⑷ 類似ピクセル抽出

（解析準備，解析処理手法に関しては末尾参照）

解析結果は，TM データ及びその解析結果と地図

データを重ねることで，関連資料との照合が容易に

なる。作業は汎用的地理情報システム（GIS）である

Arc View及び Image Analysisを用いて行った。

３．調査対象区域

調査対象地域は，道立野幌森林公園を含む江別

市・北広島市・札幌市厚別区の３つの行政区域とし

た。ただし，分析は，関連資料の収集結果から，江

別市を中心として行った。

土地利用規制の状況を見ると，江別市の市街化区

域は野幌森林公園の北側・石狩川左岸までの区域で，

国道12号沿いに札幌市厚別区から連続した市街地

となっている。東側は千歳川右岸まで市街地が拡大
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している。近年市街地北部や野幌森林公園北東部で

工業団地が開発された。石狩川および千歳川の区域

や野幌森林公園の区域，公園の東側の農用地区域は

全て市街化調整区域である。

また，北広島市では，西の里地区を含む野幌森林

公園及び野幌原始林は市街化調整区域であり，市街

化区域はこの東西に分かれている。札幌市厚別区は

全て市街化区域である。

４．解析内容と評価

４－１．野幌森林公園の森林地区域変化

TM データ（85年，99年）と林班データ（北海道

森林管理局所有の事業図から作成）を用いて，森林

地の変化を検討した。

その手法は，TM データと林班データの重ね合っ

た部分を森林地として扱い，野幌森林公園区域全域

にあてはめることによった。

分類は，特徴空間におけるユークリッド距離を算

出して，類似ピクセルを抽出した。まず，江別市行

政区域内の野幌森林公園の区域のみを対象として，

85年及び99年時点の森林地の単純な重ね図を作成

した。その結果，99年時点までに森林は対象エリア

の江別市区域だけで約300ha増加していた。増加が

顕著である区域としては，①森林公園北部の市街地

に比較的近い区域（図１参照）と，②公園中央部の

低い尾根筋西側の区域（図１参照），③厚別区もみじ

台東に隣接する区域（図１参照）であった。

ちなみに，23年ほど前の昭和52年９月に，国土地
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85年から99年にかけて緑地が増加した地域 85年から99年にかけて緑地が後退した地域

図1 ’85／’99森林地の比較（野幌森林公園）
緑地増加顕著な区域：①，②，③

（ 色の区域) （ 色の区域)



理院が行った土地利用調査に基づく 土地利用図

（１/25,000）>を見ると，②の区域について，牧草地

が多くを占め，③の区域については野草地などが主

体の土地利用となっている。しかし①の区域は農林

省林木育種場の区域とほぼ同じで，農地などの土地

利用も含むが，増加区域だけを見ればほぼ樹林地で

ある。なお，江別市都市計画現況図（1/15,000）に

は詳細な土地区分の表記はない。②の区域について

は，昭和60年以降に植林が行われており，画像デー

タを裏付けるものとなっている。①③については原

因特定できなかった。

４－２．植生領域の変化（江別市全域）

次に，TM 画像データの解析により，江別市全域

にわたって，植生指標の変化を把握する。すなわち

TM データからNDVI値を算出し，それらについて

変化抽出を行ったうえ，変化前NDVI値（’85）と変

化後NDVI値（’99）で，植生指数30％以上増加の領

域（図２上で緑表示）と減少領域（図２上で赤表示）

を抽出した。

これによれば，植生後退が顕著であると見られる

区域（赤）は，石狩川沿いの区域や千歳川沿いの区

域，および江別市街地の縁辺部である。周辺の農用

地区域においても植生の減少領域が相当面積見られ

るが，それ以上に増加領域も多く，農地では作付け

状況など他要素の関与があろうと思われる。また，

JR千歳線他により森林公園の区域が分断される江

別市と北広島市の行政境界北側付近でも減少領域が

見られる。

逆に，植生の進出・活力度増加が見られるのは，

野幌森林公園周辺部分や夕張川沿いの区域である。

市街地内及び縁辺部を，都市計画現況図（１/

15,000）と照合して詳細に検討することにする。ま

ず植生の 後退・活性度低下>では，①見晴台の西

側及びいずみ野の区域（中央土地区画整理事業の区

域），②国道12号と北海道縦貫自動車道の交点付近

（野幌若葉町の土地区画整理事業地北側の造成地），

③札幌市と接する大麻西町・大麻扇町の北側の区域

（大麻土地区画整理事業），④あさひが丘の一部（野

幌東土地区画整理事業），⑤千歳川左岸の上江別南土

地区画整理事業地，⑥東江別土地区画整理事業地な

ど，主に土地区画整理事業による造成地で顕著であ

ることがわかる。

逆に，植生の 進出・活力度増加>では，野幌森

野幌森林公園周辺の緑地と土地利用の動向

図2 NDVIによる植生の進出後退モデル（江別市全域)
：緑地が減少， ：緑地が増加
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林公園周辺で①酪農大学周辺，②札幌学院大学周辺，

③江別西インター西側の緩傾斜地，④リサーチパー

ク内，⑤野幌総合運動公園内及び周辺，などで顕著

ある。

４－３．森林公園周辺（３区市）での植生変化

北広島市の状況は，植生の後退・活性低下が見ら

れるのは，①大曲地区の工業団地を中心とした市街

地縁辺部，②①から厚輪地区にかけての区域，③西

の里の札幌日大高校の区域，そして④北海道中央農

場周辺の原始林北側の区域などである。①③につい

ては造成地であり原因は明らかである。②及び④の

区域については，自然公園や原始林を分断する道路

の沿線であり，裸地化や造成が部分的に進んだ可能

性が高い。ちなみに，南西部の火葬場上尾根付近の

赤表示は，撮影時の雲が原因と考えられる。

逆に植生の進出・活性増加が著しいのは，①市街

地南部の富ヶ岡地区（音江別側流域一帯），②中心市

街地東側の農地，③清田区平岡公園東八丁目に接す

る区域であった。

野幌森林公園内では，植生の進出・活性増加領域

と後退・活性低下領域がともに見られる。

次に厚別区では，野津幌川北の下水処理場の区域

で植生の後退・活性低下が，札幌養護学校北の区域

で進出・活性増加がそれぞれ顕著である。

３区市で比較すると，江別市における植生の後退

活性低下が著しいことがわかる。造成地以外では農

地での植生後退・活性低下が目立つようである。ま

た，野幌森林公園周辺ではむしろ進出・活性増加が

勝っているようである。しかし，北広島市での後退・

活性低下②④の区域に見られるように，南側の原始

林との境目での植生後退・活性低下は，森林公園区

域の孤立性を強める要素である。

5．考 察

５－１．野幌森林公園の緑地，土地利用の動向

これまで見たように，市街地及び河川区域での植

生後退・活性低下が著しい。これは，地表面の温度

からも同様な傾向がみられた。その一方，野幌森林

公園及びその近傍の区域では，むしろ森林面積の増

加・植生の進出・活性増加も見られる。

これらの要因として，計画的な植林や大学・工業

団地・総合公園などでの施設緑地の増加など，人為

的な緑の増加を想定することができる。しかし一方

で，野幌丘陵から続く原始林を鉄道や道路，一団の

開発地などが分断している北広島市では，植生後

退・活性低下や熱放射の増加領域が，森林地内部に

およんでいることがわかる。

５－2．TMデータの緑の動向調査への利用可能性

今回の研究で，14年間における都市と緑の経年変

化を TM データと参考資料から，比較的容易に，短

時間で土地利用動向を把握できた。

このため，TM データは，従来の方法（複数時点

の各種環境調査，土地利用動向調査，都市計画基礎

調査，緑の現況調査などの既定調査と，フィールド

調査結果を比較検討するやり方）を補完し，説得性

のある解析結果を作成する素材といえる。

さらに，TM データに地図座標を付加させること

によって，既存地形図，行政界，都市計画用途など

を相互に関連させることで，一元的な管理が可能に

なる。

なお，TM データを用いた解析に際してはつぎの

ことに留意する必要がある。

① 天候などの問題に左右される要素があるため，

経年変化を抽出したい場合，同日の撮影データで

も，同じ条件とはならない可能性がある。

② TM データは，地表面の電磁波の反射強度を記

録しているため，分類の際には，分類の根拠とな

る資料の入手が必要である。

③ 解析結果は，土地利用（Land Use）ではなく，

土地被覆（Land Cover）であるためであるため，

他情報（植生図や現地調査結果）と組み合わせて

評価を行う必要がある。

以上のような留意点を踏まえた上でなお，TM

データは，住宅地や緑などの客観的な情報を，デジ

タル空間情報として，複数時期，入手できるため，

今回のような「緑地の動向の把握」極めて役に立つ

データソースであった。

その一方，TM データは，地上分解能30mである

ため，一定以上の規模の土地利用や森林の状態を識

別可能であったが，より詳細の情報の取得が困難で

あった。

TM データをはじめとする人工衛星データは，地

表面の被覆情報（電磁波の反射強度）を反映してい

るものである。このため，解析の際には，土地利用

図，現地調査結果等の既存資料を，TM データを重

ね合せて評価することが必要である。

５－３．空間情報のデータベース化

市街地化や緑地の動向の把握には，TM データや

土地利用図，森林計画図などを収集して，一元的に

評価することが有益であった。このように，空間情

報を管理する手段として地理情報システム（GIS）は
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有効に機能する。

GISは，空間的情報を座標値として管理する。こ

のため，地表面の地物，境界に関する情報，現地調

査結果（調表，写真等）を相互に関連させることが

可能である。

今回収集及び整理された情報は，一部を除いて，

デジタル化して，データベース化を行っている。今

後，等高線，河川等の自然情報や土地利用規制，市

街地の拡大動向などの社会情報を追加する事によ

り，私たちの社会活動にとって真に有益な「生活環

境情報」を知ることができるようになる。

GISで得られる結果は，図－１～図－３のよう

に，視覚的にも格段にわかりよいプレゼンテーショ

ンが可能となる。

図3 周辺区市での植生変化
：緑地が減少， ：緑地が増加
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このように，生活環境情報という社会的に価値の

高いデータベースを蓄積するとともに，こうした情

報をわかりやすい形で多くの市民に提供することが

できよう。

６．今後の課題と展望

今後の課題として，例えば都市の緑の動向を知ろ

うとするときに，部分的なサンプリングや既存の統

計調査との比較を行うなどして，解析精度を高める

工夫が必要となろう。また，他のベクターデータと

のオーバーレイによる統計解析や，地形データ（標

高）等をより詳しく見る手法などが考えられる。

さらに，スポット画像やイコノス画像を用いたよ

り解像度の高い解析，さらには TM 画像とイコノス

データの比較検討（現時点での画像間の比較，イコ

ノス画像と過去の TM 画像との比較解析），地物の

高さ情報を用いた土地被覆分類などが考えられよ

う。

ま と め

TM データの解析は，グローバルスケールでの観

測だけでなく，市町村，あるいはその中でも特定の

区域といった，「地域スケール」での土地利用動向を

把握するのにも有効に活用できる。異なる時点の画

像データの経年変化を知りたい場合では，解析精度

を高めるため，フィールド調査を行わない場合でも，

２時点の地形図等のデータをオーバーレイすること

で補うことが出来る。

GISの利用により，地形データとの関わりを見な

がら，都市的・社会的な土地利用動向と植生・熱放

射などの地表の物理性状との関わりを，より鮮明に

知る・見せることが可能となる。

今回の調査でも，実際に野幌森林公園周辺の２時

点の画像データを空間解析することで，公園周辺で

の植生の進出・後退や活性度の状況が，市街地や鉄

道・道路の存在・施設緑地の整備等により左右され

ている様子がわかった。
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Summary
 

The Analysis of TM (Thematic Mapper)Scanner Data from Landsat can be practically used,not only to
 

observe in scale of the globe,nations,prefectures,but to comprehend landuse changes in municipalities scale

(or the part of them). When we analyze the changes between 2 deferent time scanner data,we can improve
 

the precision by overlay topographical data and so on together without fieldworks. Using GIS,we could
 

understand the relationship between urban and social landuse changes and physical features of land-surface
 

like botanical feature or radiation. And also,in this investigation by spatial analysis of 2-time scanner data
 

of Nopporo forest park circumference,the advance or Back,and the Vigor of botanical feature in that place
 

are influenced by existence of city-area,railway and road,or construction of the green track and park.

310 戸 舘 吉 彦・他


